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衆
議
院
議
員
緑
川
貴
士
君
提
出
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
お
け
る
促
進
区
域
の
選
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
北
海
、
バ
ル
ト
海
等
、
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
先
進
地
」
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
八
メ
ガ
ワ
ッ
ト
な
い
し

十
メ
ガ
ワ
ッ
ト
級
の
発
電
機
」
を
「
海
岸
か
ら
眺
望
で
き
る
海
域
に
設
置
し
た
類
例
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て

網
羅
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
離
岸
距
離
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
洋
上
風
力
発
電
設
備
は

存
在
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
景
観
が
激
変
し
、
観
光
資
源
に
負
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年

法
律
第
八
十
九
号
。
以
下
「
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
お
い
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
は
、
海
洋
環
境
の
保
全
、
海
洋
の
安
全
の
確
保
そ
の
他
の
海
洋
に
関
す
る
施
策
と
の
調
和
を

図
り
つ
つ
、
海
洋
の
持
続
可
能
な
開
発
及
び
利
用
を
実
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
国
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
海
洋
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
の
密
接
な
連
携
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

一



て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
音
響
感
受
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
洋
上
風
力
発
電
所
の
新
設
等
の
事

業
を
行
う
事
業
者
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
定
め
る
手
続
の
中
で
、
水
中
騒
音
も
含
め
、

当
該
発
電
所
の
工
事
及
び
稼
働
が
周
辺
海
域
に
生
息
す
る
動
物
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
洋
上
風
力
発
電
に
よ
る
電
力
の
買
取
価
格
は
、
・
・
・
三
十
六
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
欧
州
に
お
い
て
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
十
円
程
度
で
事
業
を
実
施
で
き
て
い
る
事
業

者
が
存
在
す
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
我
が
国
の
洋
上
風
力
発
電
の
発
電
コ
ス
ト
は
高
い
水
準
で
あ
り
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法

に
基
づ
く
公
募
に
よ
る
事
業
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
供
給

価
格
を
最
も
重
要
な
要
素
と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、発
電
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

全
て
の
洋
上
風
力
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
電
源
接
続
案
件
募
集
プ
ロ
セ
ス
へ
の
応
募
」
が
行
わ
れ
る
と
は
限

二



ら
ず
、
仮
定
の
質
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
今
回
指
定
さ
れ
る
四
区
域
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
場
合
と
、
現
在
発
表
さ
れ
て
い
る
事
業
計
画
が
全

て
実
施
さ
れ
た
場
合
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
同
賦
課
金
の
総
額
と
、
標
準
家
庭
に
お
け
る
負
担
額
の
具
体
的

な
金
額
」
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
、
小
売
電
気
事
業
者
等
が
電
気
の
使
用
者
に
対
し
支
払
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
賦
課
金
の
額
は
、
当
該
使
用
者
に
供
給
し
た
電
気
の
量
に
当
該
年
度
に
お
け
る
納
付
金
単
価
に
相
当
す
る
金
額

を
乗
じ
て
得
た
額
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
納
付
金
単
価
の
額
は
、
同
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
、
毎
年
度
、
全
て

の
電
気
事
業
者
に
交
付
さ
れ
る
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
交
付
金
の
見
込
額
の
合
計
額
に
当
該
年
度
に
お
け
る

事
務
費
の
見
込
額
を
加
え
て
得
た
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
小
売
電
気
事
業
者
等
が
電
気
の
使
用
者
に
供
給
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
電
気
の
量
の
合
計
量
で
除
し
て
得
た
電
気
の
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
額
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
電
気
事
業
者
に
交
付
さ
れ
る
交
付
金
の
額
は
、
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
電
気
事
業
者
が
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
契
約
に
基
づ
き
調
達
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
量
、
当
該
特
定
契
約
に
係
る
調
達
価
格
等
の
様
々
な
要
因
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お

三



答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
漁
業
団
体
等
の
み
な
ら
ず
、
住
民
全
体
が
本
件
に
係
る
利
害
関
係
者
で
あ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
、
同
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
関
係
漁
業
者
の
組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者
の
ほ
か
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
を
代
表
す

る
立
場
の
者
と
し
て
、
関
係
都
道
府
県
知
事
及
び
関
係
市
町
村
長
を
も
っ
て
構
成
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
再
エ
ネ
海

域
利
用
法
第
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
（
以
下

「
促
進
区
域
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
公
告
し
、
当
該
指
定
の
案
を
、

当
該
公
告
か
ら
二
週
間
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
利
害
関
係
者
は
、
縦
覧
に
供
さ
れ
た
指
定
の
案
に
つ
い
て
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
利
害
関
係
の
あ
る
住
民

の
意
見
が
受
け
付
け
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

四



御
指
摘
の
「
漁
業
資
源
の
確
保
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的

な
方
針
」
（
令
和
元
年
五
月
十
七
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
促
進
区
域
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
と
漁
業
と
の
協
調
・
共
生
に
つ
い
て
の
観
点
も
踏
ま
え
た
上
で
、
当
該
海
域
に
お
け
る
促
進
区
域
の
指
定
が
、
当

該
海
域
で
営
ま
れ
て
い
る
漁
業
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

五


